
 平 成 ２ ５ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 一 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ６ 時 １ ０ 分 １ ６ 時 ５ ０ 分 １ ７ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ K －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ K －  7 ～ 12

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ K － 13 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１K９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｋ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ３に流れる電流Ｉは、 (ア) アンペアである。ただし、

電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ３ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧が１５ボルト、端子ｂ－ｃ間の電圧が８ボル

トであった。このとき、端子ａ－ｃ間に加えた交流電圧は、 (イ) ボルトである。(５点)

① ７ ② １０ ③ １７ ④ １９ ⑤ ２３

(３) ある点の磁界の強さがＨアンペア／メートルのときは、その点の磁界の方向に垂直な平面にお

いて、面積１平方メートル当たりＨ本の (ウ) が通っているとみなすことができる。(５点)

① 電気力線 ② 量子線 ③ 電 束 ④ 磁化曲線 ⑤ 磁力線

(４) インダクタンスＬにおける誘導性リアクタンスＸＬの大きさは、インダクタンスＬに流れる

(エ) に比例する。 (５点)

① 交流電流の周波数 ② 直流電流の最大値

③ 交流電流の波高値 ④ 直流電流の平均値

⑤ 交流電流の実効値

図１
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 電子デバイスに使われる半導体にはｐ形とｎ形があり、このうちｎ形半導体は、４価のシリ

コン(Ｓｉ)などの真性半導体に (ア) などの５価の元素を微量に加えて作られる。(４点)

① アルミニウム ② ガリウム ③ インジウム ④ ホウ素 ⑤ リン

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタのＩＢ－ＶＢＥ特性、

ＩＣ－ＩＢ特性及びＩＣ－ＶＣＥ特性がそれぞれ図２～図４で示されるとき、コレクタ－エミッタ

間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトである。 (４点)

① ２ ② ３ ③ ４ ④ ６ ⑤ ８

(３) 半導体光素子について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アバランシホトダイオードは、電子なだれ増倍現象による電流増幅作用を利用した受光素

子であり、光検出器などに用いられる。

Ｂ ＰＩＮホトダイオードは、３層構造の受光素子であり、電流増幅作用は持たないが、アバ

ランシホトダイオードと比較して動作電圧が低い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電界効果トランジスタは、ドレーン－ソース間にチャネルといわれる電流の通路があり、

ゲートに加える電流によって出力電圧が制御される。

Ｂ 電界効果トランジスタは、電子又は正孔のどちらか一方をキャリアとするので、ユニポー

ラトランジスタともいわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) エミッタ接地増幅回路において、エミッタ電流が２ミリアンペア、コレクタ電流が１.９５ミリ

アンペアであるとき、直流電流増幅率ｈＦＥは、 (オ) となる。 (４点)

① ０.９７５ ② １.０２ ③ ３.９５ ④ ３９ ⑤ ４０

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の塗りつぶした部分を示すそれぞれの論理式の論理積は、 (ア)

と表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５
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(３) 図６に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図７に示す入力がある場合、図６の出力ｃは、図７の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５ ⑥ ｃ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② １ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ
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出力 d



Ｋ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１３５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が２６デシベルのとき、

電圧計の読みは、１３.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 一様なメタリック線路の減衰定数は、線路の一次定数により定まり、 (イ) によりその

値が変化する。 (５点)

① 減衰ひずみ ② 負荷インピーダンス ③ 信号の振幅 ④ 信号の周波数

(３) 図２に示すアナログ伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が１５ミリ

ワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.００１５ミリワットであるとき、この伝送路

の受端におけるＳＮ比は、 (ウ) デシベルである。 (５点)

① １０ ② ２０ ③ ３０ ④ ４０ ⑤ ５０

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 非直線 ② 群遅延 ③ 減 衰 ④ 位 相 ⑤ 波 形

信号電力

受端送端

信
号
源

信 号 時 Ｚ

Ｚ

15

mＷ0.0015

雑音電力
無信号時 ＺＺ

mＷ

図２

0

0

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図１
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (ア) 倍以下となるように変換する必要が

ある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ ⑤ Ｎ２Ｎ ２

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ コイル、コンデンサなどの受動素子のみで構成されるフィルタは、一般に、パッシブフィ

ルタといわれる。

Ｂ デジタルフィルタは、信号をデジタル処理する加算器、乗算器及び遅延器で構成すること

ができ、アナログフィルタと比較して、一般に、高精度な周波数選択性を有している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 光伝送システムなどに用いられる光ファイバ増幅器について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 光ファイバ増幅器は、一般に、識別再生回路、増幅用光ファイバ、タイミング抽出回路な

どで構成される。

Ｂ 光ファイバ増幅器には、励起用光源として半導体レーザを用い、増幅用光ファイバとして

希土類元素のエルビウムイオンを添加した光ファイバを用いた、一般に、ＥＤＦＡといわれ

るものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 伝送速度が６４キロビット／秒の回線において、２００秒間のビットエラーを測定したところ、

特定の２秒間に集中して、それぞれ４６個と１８個のビットエラーが発生した。このときの

％ＥＳの値は、 (エ) パーセントとなる。 (４点)

① １×１０－５ ② １ ③ ２ ④ ３２ ⑤ ６４

(５) 光中継伝送システムに用いられる再生中継器では、伝送途中で発生した雑音やひずみなどに

より減衰劣化した信号波形を再生中継するために、 (オ) 、タイミング抽出及び識別再生

の機能を有しており、これらの機能は３Ｒ機能ともいわれる。 (４点)

① 強度変調 ② 位相同期 ③ 光合分波 ④ 波長分散 ⑤ 等化増幅
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮシステムで用いられているＯＬＴ及びＯＮＵの機能などについて述べた次の二

つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＧＥ－ＰＯＮの上り信号は光スプリッタで合波されるため、各ＯＮＵからの上り信号が衝

突しないようＯＬＴが各ＯＮＵに対して送信許可を通知することにより、各ＯＮＵからの上

り信号を時間的に分離して衝突を回避している。

Ｂ ＧＥ－ＰＯＮには、マルチポイントＭＡＣコントロール副層の機能として、大きく分けて

Ｐ２ＭＰ(Point to Multipoint)ディスカバリ(ＯＮＵがＯＬＴに接続されると、そのＯＮＵ

を自動的に発見し通信リンクを確立する機能)に関するものと、上り帯域制御に関するものが

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＧＥ－ＰＯＮシステムで用いられているＯＮＵには、ＰＯＮインタフェースポートと (イ)

ポートがあり、ＰＯＮインタフェースポートの仕様はＩＥＥＥ８０２.３ａｈで規定されている

１０００ＢＡＳＥ－ＰＸ１０又は１０００ＢＡＳＥ－ＰＸ２０に準拠しており、 (イ) ポー

トには、ＲＪ－４５コネクタが用いられている。 (４点)

① ＵＮＩ ② ＰＲＸ３０ ③ ＳＮＩ ④ ＬＩＮＥ ⑤ ＲＳ２３２Ｃ

(３) ネットワークを構成する機器であるレイヤ３スイッチについて述べた次の記述のうち、誤っ

ているものは、 (ウ) である。 (４点)

① レイヤ３スイッチには、一般に、ＭＡＣアドレスに基づき受信したフレームを中継

するレイヤ２処理部とＩＰアドレスに基づき受信したパケットを中継するレイヤ３

処理部がある。

② レイヤ３スイッチは、ＶＬＡＮ(Virtual LAN)機能により、ＶＬＡＮとして分割した

ネットワークを相互に接続することができる。

③ レイヤ３スイッチでは、ＲＩＰ(Routing Information Protocol)やＯＳＰＦ(Open

Shortest Path First)といわれるルーティングプロトコルを用いることができる。

④ レイヤ２に対応したレイヤ３スイッチは、受信したフレームの送信元ＭＡＣアド

レスを読み取り、アドレステーブルに登録されているかどうかを検索し、登録され

ていない場合はアドレステーブルに登録する。

⑤ レイヤ３スイッチは、一般に、ＬＡＮスイッチともいわれ、単一のネットワークアド

レスを持つサブネットに限定して用いられる。

(４) 商用電源を用いているネットワーク機器のコモンモードノイズ対策について述べた次の二つ

の記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ コモンモードチョークを用いた対策は、コモンモード電流を阻止するインピーダンスを発

生させることにより、コモンモードノイズの発生を抑制するもので、一般に、電源ラインや

信号ラインの対策に用いられる。

Ｂ フェライトリングコアを用いた対策は、ノイズ対策部品の入出力間におけるインダクタン

スが大きいため、低周波域の対策に用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 図に示すＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮの環境において、隠れ端末問題の解決策として、

ＡＰは、送信をしようとしているＳＴＡ１からの (オ) 信号といわれるAを受けるとＣＴＳ

信号といわれるBをＳＴＡ１に送信するが、このBは、ＳＴＡ３も受信できるので、ＳＴＡ３

はＮＡＶ期間だけ送信を待つことにより衝突を防止する対策がとられている。 (４点)

① ＰＣＦ ② ＲＴＳ ③ ＡＣＫ ④ ＣＦＰ ⑤ ＮＡＫ

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＨＤＬＣ手順では、フラグといわれるフレームの区切りを示す同期用符号のビットパターン

として (ア) を使用する。 (４点)

① ０１１１１１０ ② ０１１１１１１０ ③ ０１１１１１１１０

④ １０００００１ ⑤ １００００００１ ⑥ １０００００００１

(２) ＴＴＣ標準では、アクセス系光ファイバネットワークに用いられる伝送技術である (イ)

の波長グリッドについて、温度制御の不要なレーザやフィルタなどの性能を考慮し、隣接波長

との間隔は２０ナノメートルと規定している。 (４点)

① ＴＤＭ ② ＴＤＭＡ ③ ＤＷＤＭ ④ ＦＤＭＡ ⑤ ＣＷＤＭ

(３) ＡＴＭの技術などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ＳＤＨベースの伝送コンバージェンス・サブレイヤで生成・挿入された空きセルは、転送

先の伝送コンバージェンス・サブレイヤで破棄される。

Ｂ ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおいて、ＡＴＭセルのヘッダ部にあるＣＬＰ

フィールドのビット値が０の場合は、ＡＴＭ網が輻輳状態に陥ったときなどに優先的に破棄
ふくそう

されるセル、ビット値が１の場合は破棄されにくいセルであることを示す。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

障害物 キャリアセンス不可

キャリアセンス可

(アクセスポイント)ＳＴＡ１

ＳＴＡ２
ＳＴＡ３

(無線端末)

(無線端末)
(無線端末)

ＡＰ

A B

B
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(４) ＩＰｖ６について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＩＥＴＦのＲＦＣでは、ＩＣＭＰｖ６は、ＩＰｖ６を構成する一部分として必須であり、

すべてのＩＰｖ６ノードは完全にＩＣＭＰｖ６を実装しなければならないと規定している。

Ｂ ＩＰｖ６では、送信元ノードだけがＰＭＴＵＤの機能を用いて検出した最適なパスＭＴＵ

値に基づき、パケットを分割して送信することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 光アクセスネットワークのＧＥ－ＰＯＮでは、ＯＬＴからの下り信号が放送形式で配下の

全ＯＮＵに到達するため、各ＯＮＵは受信フレームの取捨選択をイーサネットフレームの

(オ) に収容されたＬＬＩＤ(Logical Link ID)といわれる識別子を用いて行っている。

(４点)

① ＳＡ(Source Address) ② ＰＡ(PreAmble) ③ ＰＡＤ(Padding Bit)

④ ＤＡ(Destination Address) ⑤ ＦＣＳ(Frame Check Sequence)

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 発信元のＩＰアドレスを攻撃対象のホストのＩＰアドレスに偽装したＩＣＭＰエコー要求パ

ケットを、攻撃対象のホストが所属するネットワークのブロードキャストアドレス宛に送信す

ることにより、攻撃対象のホストを過負荷状態にするＤｏＳ攻撃は、一般に、 (ア) 攻撃

といわれる。 (４点)

① スマーフ ② ブルートフォース ③ リプレイ

④ ゼロデイ ⑤ Ｐｉｎｇ ｏｆ Ｄｅａｔｈ

(２) ＰＰＰ接続時におけるユーザ認証について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＰＡＰ認証では、認証のためのユーザＩＤとパスワードは暗号化されずにそのまま送られる。

Ｂ ＣＨＡＰ認証は、チャレンジレスポンス方式の仕組みを利用してネットワーク上でパス

ワードそのものを送らないことから、ＰＡＰ認証と比較してセキュリティレベルが高いとさ

れている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＰｓｅｃについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ＩＰｓｅｃには、送信するＩＰパケットのペイロード部分だけを暗号化するトンネルモー

ドと、ＩＰパケットのヘッダ部まで含めて暗号化するトランスポートモードがある。

Ｂ ＩＰｓｅｃは、データを送信する際に認証情報を付加して送信することにより、受信側で

は通信経路の途中でデータが改ざんされていないかどうかの確認を可能としている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) ネットワーク型侵入検知システム(ＮＩＤＳ)の機能などについて述べた次の記述のうち、

誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① 監視したい対象に応じてインターネットとファイアウォールの間、ＤＭＺ、内部

ネットワークなどに設置される。

② 侵入を検知するための方法として、通常行われている通信とは考えにくい通信を

検知(アノマリベース検知)する機能などが用いられている。

③ ネットワークを流れるパケットをチェックして不正アクセスなどを検知する機能

を有しており、ホストのＯＳやアプリケーションに依存しない。

④ ファイルの書き換えや削除などの有無を検知する機能を有している。

(５) 情報セキュリティポリシーに関して望ましいとされている運用方法などについて述べた次の

記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① 情報セキュリティポリシー文書の体系は、一般に、基本方針、対策基準及び実施

手順の３階層で構成され、基本方針をポリシー、対策基準をスタンダードと呼ぶこ

ともある。

② 基本方針については、一般に、組織の業務分掌など組織の状況にあわせて、複数

策定する。

③ 基本方針は、情報資産のセキュリティ確保のため、組織の基本方針を表明するこ

とにより、経営層が情報セキュリティに本格的に取り組む姿勢を示し、組織がとる

べき行動を社内外に宣言するものである。

④ 対策基準は、基本方針に準拠して何を実施しなければならないかを明確にした基

準であり、実際に守るべき規定を具体的に記述し、適用範囲や対象者を明確にする

ものである。

⑤ 情報セキュリティポリシー文書は、見直しを定期的に行い、必要に応じて変更す

る。また、変更した場合にはその変更内容の妥当性を確認する。

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法における光導通試験に用いられる光

源などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 光源は、伝送器内にあり、安定化直流電源で駆動され、大きな放射面をもつ。例えば、白

色光源、発光ダイオード(ＬＥＤ)などから成る。伝送器での損失変動を削減するために励振

用光ファイバに接続する場合は、コア径が被測定光ファイバのコア径より十分小さなグレー

デッドインデックス形を使用する。

Ｂ 光検出器は、光源と整合した受信器、例えば、ＰＩＮホトダイオードなどを使用する。検

出レベルを調整できる分圧器、しきい値検出器及び表示器を結合する。同等のデバイスを用

いてもよい。損失変動を削減するため、検出器の受感面の寸法は大きくする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆに準拠したＰＯＥでは、カテゴリ５のＬＡＮケーブルを使用して給

電する場合、給電方式がオルタナティブＢのとき、給電に使用するＲＪ－４５のピン番号は

(イ) である。 (４点)

① １、２、３、４ ② １、２、３、６ ③ ３、４、５、６

④ ４、５、６、７ ⑤ ４、５、７、８
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(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、平衡ケーブルの機械的特性が規定されており、直径６

ミリメートル以上の４対ケーブルの施工後における最小曲げ半径は、 (ウ) ミリメートル

である。 (４点)

① ２０ ② ２５ ③ ３０ ④ ４０ ⑤ ５０

(４) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ１１／ＢＷ：２０１２ビルディング内光配線システムにおける、光ファイ

バケーブルの布設工事について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

なお、ＯＩＴＤＡ／ＴＰ１１／ＢＷ：２０１２は、ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７の有効期限切れ

に伴い同規格を受け継いで光産業技術振興協会(ＯＩＴＤＡ)が技術資料として策定、公表して

いるものである。 (４点)

Ａ 設置場所の搬入口が狭く光ケーブルドラムが搬入できない場合は、光ケーブルドラムから

外して光ケーブルを同心円状に巻き取り搬入する。

Ｂ 光ケーブルにけん引端がついていない場合には、けん引張力及び光ケーブルの構造に応じ

てけん引端を作成するが、テンションメンバがプラスチックの場合には、ロープなどをケー

ブルに巻き付け、けん引端を作成する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す設計において、カテゴリ６要素を使ったクラ

スＥのチャネルの場合、パッチコード／ジャンパ及び機器コードの長さの総和が１５メートル

のとき、幹線ケーブルの最大長は、 (オ) メートルとなる。ただし、使用温度は２０℃、

コードの挿入損失dＢ／ｍは幹線ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増と

する。 (４点)

① ７９.５ ② ８２.５ ③ ８５.０ ④ ８８.５ ⑤ ９０.５

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４に規定する平衡配線性能の規格には、一般に３ｄＢ／４ｄＢ

ルールといわれる判定方法が含まれており、挿入損失の測定結果が４ｄＢ以下となる周波数範囲

においては、 (ア) に関する特性について、その周波数範囲の部分で試験結果が不合格と

なっても合格とみなすことができるとされている。 (４点)

① 遠端漏話減衰量 ② 伝搬遅延時間差 ③ 結合減衰量

④ 不平衡減衰量 ⑤ 近端漏話減衰量

ＥＱＰＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード 機器コード

幹線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

チャネル

Ｃ

パッチコード／
　ジャンパ

Ｃ = 接続点(対接続)
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(２) 光コネクタキャビネットなどで使用される現場取付け可能なＳＣ(Single Coupling)型の単心

接続用の光コネクタで、ドロップ光ファイバケーブルやインドア光ファイバケーブルに直接取

り付ける光コネクタは、 (イ) コネクタといわれる。 (４点)

① ＭＵ(Miniature Unit-coupling) ② ＦＣ(Fiber optic Connector)

③ ＭＰＯ(Multifiber Push-On) ④ 外被把持型ターミネーション

⑤ ＭＴ(Mechanically Transferable splicing)

(３) 光アクセスネットワークに接続して使用されるＩＰ電話対応機器の一つであるＶｏＩＰアダ

プタにおいて、音声データの送受信が正常に行われている場合には、一般に、 (ウ) ラン

プといわれるＬＥＤ表示ランプが点滅している。 (４点)

① ＷＡＮ ② ＣＬＫ ③ ＣＯＮＦＩＧ ④ ＰＰＰ ⑤ ＩＮＩＴ

(４) ＪＩＳ Ｑ ９０２４：２００３マネジメントシステムのパフォーマンス改善－継続的改善の

手順及び技法の指針に規定されている、数値データを使用して継続的改善を実施するために利

用される技法について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ グラフを使用目的別に分類すると、内訳を表す代表的なものとしては、円グラフ及び帯グ

ラフがあり、推移を表す代表的なものとしては、折れ線グラフ、Ｚグラフなどがある。

Ｂ ヒストグラムは、計量値データを統計的に解析して、一般に、二つの特性の相関関係、あ

る期間にわたるプロセスの傾向などを表すことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 図に示すアローダイアグラムについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) で

ある。 (４点)

① 作業Ａを１日短縮できれば、全体の作業も１日短縮できる。

② 作業Ｂを１日短縮できれば、全体の作業も１日短縮できる。

③ ダミー作業がない場合、全体の作業は２日短縮できる。

④ 作業Ｇが１日遅れると、全体の作業も１日遅れる。

⑤ 作業Ｆが１日遅れると、全体の作業も１日遅れる。

作業Ｊ

作業Ｋ作業Ｉ

４日 ７日

６日

作業Ｂ

４日

３日

作業Ｄ

作業Ｃ

５日

９日

７

４

３ ５

作業Ｅ

作業Ａ

８

作業Ｈ

２

９

５日

５日

６
３日

作業Ｆ

作業Ｇ

３日

１
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (ア) である。 (４点)

① 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、

その日から１年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないこ

とができる。

② 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末

設備若しくは電気通信回線設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

③ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終

わり、又はその執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者に対しては、

工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

④ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大

臣が総務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者

に対し、工事担任者資格者証を交付する。

(２) 電気通信事業法に規定する｢自営電気通信設備の接続｣及び｢技術基準適合命令｣について述べ

た次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者以外の者からその自営電

気通信設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信

設備を接続することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の保持が経営上困難とな

ることについて当該電気通信事業者が総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むこと

ができる。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業法に規定する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合

していないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術

基準に適合するように当該設備を修理し、若しくは改造することを命じ、又はその使用を制

限することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 事故により電気通信役務の提供に支障が生じている場合に電気通信事業者がその支障を除去

するために必要な修理その他の措置を速やかに行わないと総務大臣が認めるときは、総務大臣

は電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限度において、

(ウ) ことを命ずることができる。 (４点)

① その理由又は原因について、速やかに、報告すべき

② 電気通信設備の工事、維持及び運用に関する管理規程を変更すべき

③ 事業の一部を休止又は停止し、総務大臣に届け出るべき

④ 業務の方法の改善その他の措置をとるべき
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(４) 電気通信事業法に規定する｢端末機器技術基準適合認定｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 登録認定機関は、その登録に係る技術基準適合認定を受けようとする者から求めがあった

場合には、総務省令で定めるところにより審査を行い、当該求めに係る端末機器が総務省令

で定める技術基準に適合していると認めるときに限り、技術基準適合認定を行うものとする。

Ｂ 登録認定機関は、その登録に係る技術基準適合認定をしたときは、電気通信事業者が定め

るところにより、その端末機器に技術基準適合認定をした旨の表示を付さなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総務省令で定める、電気通信事業者が利用者からの端末設備の接続請求を拒める場合は、

利用者から、端末設備であって電波を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及び

公衆電話機その他 (オ) が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合である。(４点)

① 電気通信事業者の管理 ② 利用者による接続

③ 端末設備の制御機能 ④ 分界点の設置の場所

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＤＤ第一種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等

を接続するための工事を除く。

② ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット(主として

インターネットに接続するための回線にあっては、毎秒１ギガビット)以下のものに限

る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末

設備等を接続するための工事を除く。

③ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が

２００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタ

ル通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数

が基本インタフェースで５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

④ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する事項について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術の向上

を図るように努めなければならない。

Ｂ 船舶又は航空機に設置する端末設備(総務大臣が別に告示するものに限る。)を接続する工

事は、工事担任者を要しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｃである。

Ｂ 移動電話用設備(インターネットプロトコル移動電話用設備を除く。)に接続される端末機

器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｅである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の (エ) し、有線電気通信に関する秩序を確立す

ることによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。 (４点)

① 検査及び接続の条件を規定 ② 効率的な利用を確保

③ 技術基準を適正に管理 ④ 設置及び使用を規律

(５) 総務大臣は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるときは、

有線電気通信設備を設置した者に対し、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力

の供給の確保若しくは秩序の維持のために必要な通信を行い、又はこれらの通信を行うため

(オ) ことを命ずることができる。 (４点)

① 重要な通信設備の二重化、若しくは予備設備への切替え等の措置が直ちに行われる

ことにより通信の途絶を最小限とすべき

② その有線電気通信設備を他の者に使用させ、若しくはこれを他の有線電気通信設備

に接続すべき

③ 一般加入電話回線等の利用を規制し、公衆電話、重要回線等の接続を優先させるべき

④ 臨時の有線電気通信設備を設置し、公共の用に供すべき

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点において音声信号を入出力とするものをいう。

② インターネットプロトコル電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自

営電気通信設備との接続においてＰＳＴＮプロトコルを使用するものをいう。

③ 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、特

定の利用者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものをいう。

④ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、符号、

音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。
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(２) 安全性等及び責任の分界について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有し

てはならない。

Ｂ 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容

易に切り離せるものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっては、

その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して (ウ) 分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を

有しなければならない。 (４点)

① １０ ② １５ ③ ２０ ④ ２５ ⑤ ３０

(４) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務

大臣が別に告示する条件に適合する呼出符号(端末設備に使用される無線設備を識別するた

めの符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有するも

のでなければならない。

Ｂ 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、使用

する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところによ

り判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものでなければならない。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① 鳴音とは、電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をいう。

② 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音を発生することを防止するために総

務大臣が別に告示する条件を満たすものでなければならない。

③ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な反響音が発生することを

防止する機能を備えなければならない。

④ 配線設備等は、事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないよう

にするため、総務大臣が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める

場合にあっては、その方法によるものでなければならない。

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 専用通信回線設備等端末について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

Ｂ 専用通信回線設備等端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはな

らない。ただし、総務大臣が別に告示する条件において直流重畳が認められる場合にあって

は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから１,０００ヘルツまでの範囲内における特定の四つ

の周波数で規定されている。

② 高群周波数は、１,３００ヘルツから１,７００ヘルツまでの範囲内における特定の

四つの周波数で規定されている。

③ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

④ 信号送出時間は、５０ミリ秒以上でなければならない。

(３) 配線設備等の評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定

められる (ウ) をいい、誘導によるものを含む。 (４点)

① 雑音電力の最大値 ② 漏話雑音電力

③ 雑音電力の尖頭値 ④ 実効的雑音電力
せん

(４) 移動電話端末の｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は２回以内であること。ただし、最初の発信

から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

Ｂ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後２分以内にチャネルを切断する信号を

送出し、送信を停止するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において２線式の接続形式を有

するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の (オ) の開始及び終了の制御を行う

ための回路をいう。 (４点)

① 共通制御装置の指定 ② 伝送路設備の選択 ③ 電源設備からの給電

④ 交換設備の動作 ⑤ 有線電気通信設備からの応答

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及び強電流電線を

いい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。

② 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

③ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表わしたも

のをいう。

④ 音声周波とは、周波数が２００ヘルツを超え、３,５００ヘルツ以下の電磁波をいう。
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(２) 有線電気通信設備令に規定する｢有線電気通信設備の保安｣及び｢屋内電線｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 有線電気通信設備は、総務省令で定めるところにより、絶縁機能、避雷機能その他の保安

機能をもたなければならない。

Ｂ 屋内電線は、屋内強電流電線との離隔距離が３０センチメートル以下となるときは、総務

省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の支持物と架空強電流電線(当該架空電線の

支持物に架設されるものを除く。以下同じ。)との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧

が特別高圧の３５,０００ボルト以下で、使用する電線の種別が特別高圧強電流絶縁電線の場合、

(ウ) 以上でなければならないと規定されている。 (４点)

① ３０センチメートル ② ６０センチメートル

③ １メートル ④ ２メートル

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これ

についての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めるこ

とにより、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制御機

能により実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の健全な

発展に寄与することを目的とする。

Ｂ アクセス制御機能を特定電子計算機に付加したアクセス管理者は、当該アクセス制御機能

に係る識別符号又はこれを当該アクセス制御機能により確認するために用いる符号の適正な

管理に努めるとともに、常に当該アクセス制御機能の有効性を検証し、毎年少なくとも１回

その機能の高度化その他当該特定電子計算機を不正アクセス行為から防御するため必要な措

置を講ずるよう努めるものとする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律は、電子署名に関し、電磁的記録の真正な成立の推定、

特定認証業務に関する認定の制度その他必要な事項を定めることにより、電子署名の円滑な利

用の確保による情報の電磁的方式による (オ) を図り、もって国民生活の向上及び国民経

済の健全な発展に寄与することを目的とする。 (４点)

① 流通及び情報処理の促進 ② 記録及び適正な管理の推進

③ 特定及び認証制度の確立 ④ 伝達及び電子証明の普及



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


